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カムログインプラントシステム
カムログインプラントシステムは、長年の臨床経験とラボでの経験に基づ

いた、ユーザーフレンドリーな補綴主導型のインプラントシステムです。

カムログ製品は、最新の技術的基準に合わせて絶えず改良されています。

カムログインプラントシステムは、カムログ研究開発チームと、歯科医院・

大学および歯科技工士とのコラボレーションにより開発・製品化が継続的

に進められており、最新の技術開発にも対応しています。

カムログインプラントシステムは、多くのデータによって科学的に実証され

たシステムです。広範なパラメータ、例えばインプラント表面性状、インプラ

ント埋入のタイミング、インプラント負荷時期、初期固定、連結デザイン及

び上部構造のタイプ等が、数多くの研究によって裏付けられています。長期

予後試験においても優れた結果が得られています。

留意点
これから述べるカムログインプラントシステムに関する説明は、すぐにお使

いになられることを想定したものではありません。ご使用を開始される際

は、カムログインプラントシステムの扱いに熟練したエキスパートの指導を

仰ぐことを強く推奨いたします。カムログインプラントおよびアバットメント

の使用は、本システムの訓練を受けた歯科医師、口腔外科医および歯科技

工士に限られます。カムログでは適切な講習会および研修会を定期的に

開催しています。治療法の誤りは、インプラントの脱落やインプラント周囲

骨の重大な損失を招くおそれがあります。

カムログインプラントシステムの
システム情報 
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スクリューインプラント
K-シリーズ

はじめに
スクリューインプラントK-シリーズはテーパー型セルフタッピング式スクリ

ューインプラントの形態を採用しており、プロモート（機械研磨部1.4mm）

プロモートプラス（機械研磨部0.4 mm）とがラインアップされています。

スクリューインプラントの埋入手技は、粘膜下（２回法）または歯肉貫通式

（１回法）のどちらもが選択できます。スクリューインプラントのインプラ

ント体にはテーパー（長さと直径により3°～９°）が付いており、埋入窩に

持っていくとセルフセンターリングするよう誘導されます。パラレルなイン

プラント体のように埋入窩の軸方向に正確に持っていく必要がありませ

ん。セルフタッピングのスレッドによって、継続的に骨をグリップする力が生

まれ、高い初期固定を生み出します。プロモートプラスでは、プロモートと

比較して骨との接触面積がより広くなっています。

プラットフォームスイッチングのための新しい内部構造（K-シリーズ）
プロモートとプロモートプラスの両バージョンで新しい内部構造（K-シリ

ーズ）を採用しており、プラットフォームスイッチングができるようになっ

ています。この新しいシリーズでは、3つのグルーブの形態が円形からス

クェアーに変更され、かつ低くなっています。

スクリューインプラントのインプラントネック領域の調整
スクリューインプラントのテーパーネック部分は、インプラントショルダー方

向に向かって粗造面の位置が以前のタイプに比べて高くなっています。こ

れによってスクリューインプラントのプロモート表面は面積拡大しており、

垂直方向のインプラント骨接触長さもより長くなっています。プロモートの

機械研磨部の高さは1.4 mmです。

先端形態の新設計
先端形態を新設計（丸み付け）することによって、スクリューインプラント

埋入時には骨によりやさしい形態になっています。

テーパーネック部

プロモート

新しくなった1.4mm
の機械研磨部

新設計の先端形態

プロモートプラス

1.4 mm
0.4 mm

プロモート

ジンジバフォーマーPS、インプレッションポストPS（オープントレーお

よびクローズドトレー）およびアバットメントPSは、Kの商品コードのつ

いたスクリューインプラント（K-シリーズ）との組み合わせに限り使用

できます。これらのコンポーネントによって、カムログインプラントシス

テムでプラットフォームスイッチングのオプションが選択できるように

なります。

注記
現行のスクリューインプラントの外科器具は、新しいスクリューインプ

ラントK-シリーズに対して完全に互換性がありますので、継続してご

使用ください。
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プロモートプラスの適応症の範囲
粗ぞう面の高いプロモートプラスは、特に審美的な修復が要求される部

位に有利です。プロモートプラスのスクリューインプラントの機械研磨部

は0.4mmです。インプラントはこの深さまで骨に埋入するようにします。

埋入においては、下記の臨床要件を満たしているか検討する必要があり

ます。

・ノーマルバイオタイプからシックバイオタイプであること

・歯肉の厚みが3.0mm以上あること

・付着歯肉帯の幅が1.0mm以上あること

・付着歯肉帯から筋付着部（表情筋部）までの距離が2.0mm以上あること

上記の要件を除き、スクリューインプラントの起始点形成における適応症

の範囲はプロモートおよびプロモートプラスで同一です。

インプラントサイズ

インプラントネックの機械研磨部は0.4 mm

11 mm

11 mm

13 mm

13 mm

16 mm

16 mm

9 mm

9 mm

0

0

Ø 2.4mm Ø 3.3mm Ø 3.6mm Ø 4.3mm Ø 5.2mm

Ø 3.3mm

0.4 mm

Ø 3.8mm Ø 4.3mm Ø 5.0mm Ø 6.0mm

Ø 2.4mm Ø 3.3mm Ø 3.6mm Ø 4.3mm Ø 5.2mm

Ø 3.3mm

1.4 mm

Ø 3.8mm Ø 4.3mm Ø 5.0mm Ø 6.0mm

カムログスクリューインプラントK-シリーズ　プロモート
インプラントの長さと直径

カムログスクリューインプラントK-シリーズ　プロモートプラス
インプラントの長さと直径

インプラントネックの機械研磨部は1.4 mm
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Kの商品コードのついたアバットメント

Kの商品コードのついたスクリューインプラント

Jの商品コードのついたアバットメント

Kの商品コードのついたインプラント

プラットフォームスイッチングのための新しいインプラント内部構造
プラットフォームスイッチングが可能となるようにスクリューインプラン

ト（プロモートおよびプロモートプラス）のインプラント内部構造のグ

ルーブが設計変更され、品番には新しくKが付与されました。チューブ

インチューブの内部形状の3つのグルーブは円形からスクェアーに変更

され、短くなっています（K-シリーズ）。K-シリーズに含まれる新しいジ

ンジバフォーマーPS、インプレッションポストPS（オープントレーおよ

びクローズドトレー）、およびアバットメントPSは、スクリューインプラ

ント K-シリーズとの組み合わせにおいてのみ使用できます。これらのコ

ンポーネントによって、カムログインプラントシステムでプラットフォー

ムスイッチングのオプションが選択可能になります。

新しいスクリューインプラントは、品番Kで始まるすべてのアバットメントタ

イプ（PSを含む）と組み合わせることが可能です。

適合しないケース
Kの商品コードのついたインプラントはグルーブが短くなっているため、従

来のJの商品コードのついたアバットメント*と組み合わせて使用することが

できません。

スクリューインプラント K-シリーズにおける
プラットフォームスイッチング（オプション選択）

新しいスクェアーのグルーブとカム構造をもった、
「チューブインチューブ」インプラント−アバットメント連結

注記
プラットフォームスイッチングのオプションは、スクリューインプラント

K-シリーズに限り使用可能です。

*ブリッジ用アバットメント、
ボ ー ルアタッチメントを
除く
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プラットフォームスイッチング用のジンジバフォーマーPS
ジンジバフォーマーPS（シリンダータイプ、ワイドボディータイプ、ボトルネ

ックタイプ）では、インプラントショルダー部で直径が小さくなっており、軟

組織がインプラントショルダー上部に適合するようになっています。

スクリューインプラント K-シリーズを使用したプラットフォームスイッチング用補綴コンポーネント

プラットフォームスイッチング用のインプレッションポストPS　　
（オープントレーおよびクローズドトレー）

ジンジバフォーマーPSを使用した場合、インプラントショルダー上部へ軟

組織が適合しているため、その形状に適合したプラットフォームスイッチン

グ用インプレッションポストPSが必要です。インプレッションポストのカム

は、スクリューインプラントのグルーブの形状に適合するようになってい

ます。

プラットフォームスイッチング用のテンポラリーアバットメントPS、
エソミックアバットメントPS、およびユニバーサルアバットメントPS
アバットメントPSもショルダーサポート部で直径が小さくなっており、補綴

修復において軟組織がインプラントショルダー上部に適合するようになっ

ています。

アバットメントのカムは、スクリューインプラントのグルーブの形状に適合す

る形状になっています。

シリンダータイプPS ワイドボディータイプ PS

オープントレー PS クローズドトレー PS

ボトルネックタイプ PS

テンポラリー
アバットメントPS

エソミックアバットメントPS ユニバーサル
アバットメントPS

留意点
ジンジバフォーマーPSを使用した場合、軟組織を損傷することがない

ように、印象採得を含む補綴処置において、プラットフォームスイッチ

ング用の補綴コンポーネントPSを使用する必要があります。

注記
プラットフォームスイッチング用のすべての補綴コンポーネントにはPS

のマークとKの商品コードが付いています（K-シリーズ）。
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カムログ外科セット スクリュータイプには、インプラント埋入窩形成に必要
なすべてのインスツルメントが含まれています。

・ラウンドバー

・ドリルエクステンション

・スパイラルドリル  2.0mm

・パイロットドリル  1.7−2.8mm

・デプスゲージ（平行ピン）

・フォームドリル（デプスストップ付）

・コーチカルボーンドリル

・スレッドカッター

・スレッドカッターアダプター

・ラチェットアダプター（トルクレンチ用）

・ヘックススクリュードライバー　ショート／ロング／CA用

・埋入用インスツルメント手用　ショート／ロング／CA用

・ユニバーサルリングレンチ

・トルクラチェット	

・クリーニングニードルおよびカニューラ

外科セットは付属するインスツルメントと共にオートクレーブ滅菌が可能
です。

カムログ外科セット スクリュータイプ
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システマチックに構成された外科セット
外科セットのドリルは治療の手順に従って配置され、直径によりカラーコー

ド化されています。トレー上のカラーラインは、ドリルを使用する順序を示

しています。フォームドリルにはデプスストップが付いています。骨質D1お

よびD2のために、コーチカルボーンドリルとスレッドカッターが用意されて

います。

スパイラルドリル2.0mmおよびパイロットドリル2.8mm用のデプスストップ

ならびにデプスゲージは、外科キットの右上部に配置されています。ユニバ

ーサルリングレンチ、クリーニングニードルおよびカニューラは、キット右下

のクリアカバーの付いた部分に納められています。

外科／補綴用のインスツルメントとして、トルクラチェット、スレッドカッター

アダプター、ヘックススクリュードライバー（手用ショート／ロング／CA用）、

埋入用インスツルメント（手用ショート／ロング／CA用）、ドリルエクステン

ション、ラチェットアダプターならびにスレッドカッターアダプター（手用ショ

ート／ロング）が配置されています。



スクリューインプラント K-シリーズ

11

J5025.3311

J5025.3313

J5025.3316

J5038.3316

J5039.3309

J5033.2803

J5033.2003

J5005.2303

J5316.0501

J5316.0503

J5316.0502

J5300.0008

J5300.0007

J5300.0009

J5002.0005

J5002.0010

J5322.0010

J5322.0011

J5025.3809

J5025.3811

J5025.3813

J5025.3816

J5038.3816

J5039.3809

J5025.4309

J5025.4311

J5025.4313

J5025.4316

J5038.4316

J5039.4309

J5025.5009

J5025.5011

J5025.5013

J5025.5016

J5038.5016

J5039.5009

J5025.6009

J5025.6011

J5025.6013

J5025.6016

J5038.6016

J5039.6009

J5015.0013

J5015.0011

J5015.0009

J5300.2028

J5320.1030

J5302.0010

J5002.0012

J5002.0020

外科および補綴インスツルメントの構成
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*骨質D1およびD2の場合、スレッドカッターを使用することを推奨します。

インプラント埋入窩形成
インプラント埋入窩形成の概要を以下に示します。

・直径2.3mmのラウンドバー（内部注水式）で適切なインプ

ラント埋入位置の起始点を形成する。

・直径2.0mmのスパイラルドリル（内部注水式）でインプラン

ト埋入方向に適切な深さまでドリリングする。

・デプスマーク付きの直径1.7～2.8／2.0mmのデプスゲージ

で確認する。

・直径1.7–2.8mmのパイロットドリル（内部注水式）でドリリ

ングする。

・デプスマーク付きの直径1.7–2.8／2.0mmのデプスゲージの

パラレルピン側（テーパー部）で確認する。

・フォームドリル（内部注水式）で形成する。

・プローブにより埋入窩を確認をする。

・コーチカルボーンのドリリングを行う（骨質D1の場合）。

・スレッドカッターを使用してタップを切る（骨質D1およびD2

の場合）。

ドリリング手順の概要
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すべての直径サイズでオプション
として選択可能

注記
スクリューインプラントのインプラント埋入窩形成にお

ける適応症の範囲はプロモートおよびプロモートプラス

で同一になります。
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**コーチカルボーンドリルを使用することによって、皮質骨（D1）のインプラント埋入時のトルクを軽減させることができます。
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切開線

外科手術

下顎臼歯部への直径4.3mm長さ13mmのスクリューインプラントの埋入を

例に解説します。インプラント埋入は、骨膜貫通式です。切開はスプリット

フラップ（部分層弁）を選択しています。

歯槽頂よりやや舌側寄りに粘膜切開を行い、部分層弁のフラップを前庭

側に作成します。筋繊維を切離し、さらに5mmほど深く剥離するようにし

ます。粘膜は、後の縫合を容易にするために、舌側も2–3mm剥離しておき

ます。

適切なインプラント埋入位置にマーキングを付け（必要に応じてドリリン

グテンプレートを使用）、この埋入予定位置のみ骨膜を円形に取り除きま

す（歯肉パンチまたはメスを使用）。選択したインプラントのサイズに一致

した直径と長さが得られるまで、スクリューインプラント専用のインスツル

メントでインプラント埋入窩を形成します。

初期状態

粘膜切開

骨膜上のスプリットフラップ形成（部分層弁）

インプラント埋入部の骨膜切除
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インプラント埋入窩形成準備 

インプラント埋入窩の形成には、皮質骨へのマーキング、スパイラルドリル

でのパイロットドリリング、パイロットドリルでのプレドリリング、およびフォ

ームドリルでのフォームドリリングが含まれます。

スパイラルドリルとパイロットドリルで形成されたドリル孔でインプラント

埋入窩の深さと埋入方向が決定されます。ドリル径を細かいピッチで大き

くすることによって、組織を温存しながら形成を行うことができます。

ドリルエクステンション
ドリルエクステンションは、歯冠が長い歯牙に隣接した位置にインプラント

埋入窩を形成する際に、この隣接する歯冠とコントラアングルとの干渉を

防ぐ目的で使用します。

デプスストップ
スクリューインプラント用のスパイラルドリルおよびパイロットドリルの作

業部は、最長で16mmの作業長があります。ドリリング深さ9、11、13mmが

レーザーマーキングされています。ドリリングの深さに応じたデプスストッ

プを装着してドリリングを行うと、デプスストップが既定の長さでストッパ

ーの役目をします。

注意！
スパイラルドリル2.0mmおよびパイロットドリル2.8mmは、刃の
付け根部分のコイル直径が細いタイプなっています。デプスストッ
プは、これらの細いタイプにのみに適合します（ルートフォーム用
とは異なります）。

ドリルエクステンション

デプスストップ
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デプスゲージ（平行ピン）
スパイラルドリルやパイロットドリルによるドリリンングでインプラント

埋入窩形成後、デプスゲージで深さと反対側の平行ピンで方向を確認し

ます。

直径は1.7–2.8mm／2.0mmの組み合わせになっており、ドリル直径に合わ

せた連続したサイズで使用できるようになっています。

*ショートサイズの平行ピンはオプション販売です。

デプスストップ

16 mm

13 mm
11 mm
  9 mm

  0

9 mm

0

2.0 mm

2.8 mm

1.7 mm

ショートサイズの平行ピン*
J5301.2033
J5301.2836

デプスストップにはデプスマークが付与された側とテーパーが付与された

側があり、インプラント埋入窩形成時のスパイラルドリル（2.0mm）とパイ

ロットドリル（2.8mm）による各段階で深さと方向を確認することができ

ます。

16 mm

13 mm
11 mm
  9 mm

  0
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皮質骨へのマーキング
直径2.3mmのラウンドバー（内部注水式）を使用して皮質骨にマーキング

を行うことにより、後続のドリルが安定して使用できるようなります。バー

先端の半分が隠れる深さまで挿入します。適正回転数は800rpmです。

パイロットドリリング
内部注水パイロットドリルで、骨孔の深度と方向形成を行います。ドリルに

は9、11、13mmの目盛が付けられています。また最大深度16mmまでの骨

孔形成ができるようになっています。安全を確保するために、インプラント

長に応じたデプスストップを使用するようにします。適正回転数は800 rpm

です。

適正回転数 800rpm 適正回転数 800rpm

ラウンドバー（φ2.3mm） スパイラルドリル（φ2.0mm） デプスゲージ

ドリリング用テンプレートを使用する場合は、パイロットドリルで埋入位置

のマーキングを行ってから、スパイラルドリルにデプスストップを装着する

ようにします。ドリリングの完了後、デプスゲージでインプラント床の深さ

と方向をチェックします。複数のインプラントを埋入する場合は、最初の骨

孔にデプスゲージを挿入した状態で次の骨孔形成を行うことで、平行性を

確認することができます。

スパイラルドリルは平行ピンと平行に合わせ、目視で2方向（矢状面と側方

面）から平行性を確認します。

16 mm

13 mm
11 mm
  9 mm

  0

皮質骨へのマーキング パイロットドリルによるドリリング ドリリング後の深度測定
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パイロットドリル2.8mmによるプレドリリング
根元部と先端部の直径にそれぞれ2.8mmおよび1.7mmのテーパーが付与

されたパイロットドリル（内部注水式）が用意されています。適正回転数は

600 rpmです。

ドリルのデプスマークはインプラントの長さ（9、11、13mm）に合致していま

す。最長のドリリングの深さは16mmになっています。安全性の観点から、

計画したインプラント長に合ったデプスストップを使用する必要がありま

す。これから後のドリリングはフォームドリルを使用します。

プレドリリング φ1.7−2.8 mmのプレドリリング後の方
向性の確認

プレドリリング後の深度測定

パイロットドリル：φ1.7–2.8 mm

2.0 mm

2.8 mm

1.7 mm

適正回転数 600rpm

2.8 mm

1.7 mm

デプスゲージ
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フォームドリル
直径と長さ

各インプラントサイズの直径と長さに応じたフォームドリルが用意されてい

ます。フォームドリル（内部注水式）には、カラーコードとレーザーマーキン

グが施されています。

外科セットに含まれるフォームドリルには、カラーコード化された取り外し

可能なデプスストップが装着されています。このデプスストップはフォーム

ドリルのみと組み合わせが可能です。決定したドリリング深さ（インプラン

ト長）に応じて、フォームドリルの直径を順番に大きくすることにより、埋入

予定のインプラント直径に達するまで埋入窩を拡大していきます。

適正回転数

Ø 3.3 mm 550 rpm

Ø 3.8 mm 500 rpm

Ø 4.3 mm 400 rpm

Ø 5.0 mm 350 rpm

Ø 6.0 mm 300 rpm

プロトコールに従ってデプスストップを使用して埋入窩形成した場合の埋

入深度は、インプラント長（9、11、13、16mm）から0.4mm引いた値になり、

インプラントのショルダー部が歯槽頂から0.4mm骨縁上に出るような状態

になります。

埋入深度をより深くする場合は、デプスストップを取り外し、深さの目盛

（黒のライン）をガイドにして形成します。マーキングの間隔は1mm、マー

キング自体の線幅は0.4 mmになっています。

フォームドリル（スクリューインプラント）

Ø 3.3 mm Ø 3.8 mm Ø 4.3 mm Ø 5.0 mm Ø 6.0 mm

9 mm 11 mm 13 mm 16 mm

長さ

1 mm

1 mm

1 mm

0.4 mm

0.4 mm

0.4 mm
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デプスストップ
フォームドリルを使用したドリリングにおいて、デプスストップは骨頂の最

も高い位置に接触することによって、埋入深度がそれ以上深くならないよ

うにします。周囲骨の隆起が平坦でない場合も考えられるため、フォームド

リルのデプスストップは取り外しが可能になっています。審美性および機

能性のために埋入深度をより深くする場合は、デプスストップを取り外し、

最大で2mmさらに深くドリリングすることができます（この場合、解剖学

的構造を確認する必要があります！）。デプスストップは継続使用できます

ので、交換用フォームドリル単体を購入された際にも使用することができ

ます（単品販売のドリルにはデプスストップは付属していません）。

最初の目盛の下端は、デプスストップを装着した時のインプラント長に合致してい
ます。

デプスストップを装着し
た状態のフォームドリル

デプスストップを外した
状態のフォームドリル

0.4 mm

より深い埋入深度を得る
ためにデプスストップを
装着していないフォーム
ドリル

骨頂でのインプラントシ
ョルダーの埋入深さ

オプション
骨頂でのインプラントショルダー
の垂直位

1 mm

0.4 mm 0.4 mm

1 mm

1 mm

プロモート プロモートプラス

ドリルを洗浄する際は、デプスストップを取り外してください。洗浄したデ

プスストップは、滅菌前にドリルに戻します。デプスストップは単品販売も

行っています。

注意！
フォームドリルは先端部のカッティングアングルのため、インプラ
ント長より最大で0.6 mm長くなっています。
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フォームドリリング
プレドリルが完了した後、フォームドリルを直径の小さなものから大きなものへ

と順次使用して、インプラント埋入窩を形成します。形成時に骨組織をできるだ

け保全するために、ドリルの直径サイズを飛ばさず順次使用していきます。 

直径4.3mmフォームドリルによる形成例

長さ13mmのインプラント埋入における、
直径4.3mmのコーチカルボーンドリルに
よるドリリング

インプラント埋入窩の確認

インプラント埋入窩の確認
インプラント埋入窩に軟組織が存在しないことをプロービングで確認し、この結

果をカルテに記録します。プロービング時に軟組織を確認した場合、ドリリングに

よって骨孔の一部が開窓し、隣接する軟組織に貫通している可能性があります。 

コーチカルボーンドリルでのドリング
骨質がD1相当の場合、インプラント埋入窩の先端付近をコーチカルボーン

ドリルで拡大することによって、インプラント埋入時のトルクを軽減させる

ようにします。ドリルの先端はフラットになっており、デプスストップの役割

を果たします。カラーコード化されてデプスマークの付いたコーチカルボー

ンドリルは、各サイズのインプラントに用意されています。

コーチカルボーンドリルは内部注水式になっています。

コーチカルボーンドリル

φ 3.3 mm φ 3.8 mm φ4.3 mm φ5.0 mm φ 6.0 mm

550 500 400 350
適正回転数（rpm）

300
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スレッドカッター
スクリューインプラントの表面には、サンドブラストおよび酸エッチング処理

（プロモート、プロモートプラス）が施され、セルフタップのためのスレッド

が付与されています。骨質がD1あるいはD2の場合には、タップ形成するこ

とが推奨されます。

スレッドカッターは内部注水式になっています。モーターを利用してタップ

形成を行う場合は、15rpm以下の回転数で行います。マニュアル操作でのタ

ップ形成をお勧めします。

スレッドカッター（適正回転数15rpm以下）

φ3.3 mm φ3.8 mm φ4.3 mm φ5.0 mm φ6.0 mm
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マニュアル操作によるタップ形成

は、トルクラチェットのヘッドをロ

ックした状態で、スレッドカッター

用アダプターを使用して行います。

スレッドカッターを埋入および取り

外す際は、インプラント埋入窩の軸

方向に合っていることを確認してく

ださい。タップ形成時の深度限界

は、カッティングブレードの刃の上

縁までです。

スレッドカッターアダプター
ショート／ロング

トルクラチェットのヘッドをロックした状態
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カムログインプラントは二重の滅菌パッケージに入っています。スクリュー

インプラントの一次包装（ブリスターパック）には、マウントヘッドとブルー

ハンドルが装着された状態のインプラントが入っています。

インプラントパッケージ

ラベルの付いた外箱（K-シリーズ） ピールバックの内袋 ラベル（ブリスターパック）の付いた一次包装
（滅菌済み）

内部のインプラントが確認できる一次包装 一次包装を開封して、ブルーハンドルが装着されたイン
プラントが現れた状態

ブルーハンドル内部には、カバースクリューを装備

ラベルに記載されたインプラントシステムの情報（K-シリーズ）
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インプラントのポジショニング
プロトコールに従って埋入すると（デプスストップを装着した状態でフォー

ムドリルを使用した場合）、インプラントは歯槽骨頂から円柱状に機械研磨

加工されたインプラントのショルダー部が0.4mm出た状態になります。埋

入用ドライバーに付与された3つのマークのいずれかひとつを想定した補綴

設計方向（通常埋入では頬側・唇側にグルーブ部を向ける）に合致させるよ

うにします。

フォームドリリングの際にデプスストップを外して個別に埋入深度を調整

した場合、インプラントを埋入する際にこのことを覚えておく必要がありま

す。プロモートの1.4mm幅またはプロモートプラスの0.4mm幅のショルダ

ー部は、ドリリング深さに合致するように垂直方向に調整することができ

ます。

グルーブのポジショニング 
埋入用インスツルメントには、カムログコネクションに合致する3つのグル

ーブの位置を示したマークが施されています。このマークの位置を確認しな

がら埋入することで、補綴物から求められる回転方向の位置にインプラン

トを設置することができます。歯科技工士が特定の位置を指定していない

場合、アングルタイプのアバットメントの角度形成は溝の部分から生じてい

るため、ほとんどのケースにおいてグルーブのひとつを頬側・唇側方向に位

置づけすることで、あとの作業が簡便化されます。

注記：グルーブのポジショニング時には、インプラントを次のグルーブ（120º

先）まで回転させると、約0.2 mm深くインプラントが埋入されます。

埋入用
インスツルメント手用

マーク

マウントヘッド

インプラント

マーク

カム

グルーブ

0.4 mm

グルーブの頬側・唇側への位置付け
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インプラント埋入
インプラントをブルーハンドル（滅菌済）をつかんで一次包装（ブリスターパ

ック）から取り出します。非滅菌部分と接触させないようにしてください。

ブルーハンドルを使ってインプラントを取り出し、インプラント埋入窩に挿入

します。その際、インプラント埋入窩の軸方向に注意してください。タップ形

成を行った場合は、皮質骨上につけられたスレッド開始点とインプラントの

スレッドがうまく合致するように埋入します。

オプション付属品：
カムログピックアップ
ブルーハンドルを使ったインプラント埋入を行う際に咬合高径が足りない

場合は、まずカムログピックアップでブルーハンドルからインプラントを取

り外します。マウントヘッド上のインプラントとブルーハンドルの間にカムロ

グピックアップをスライドさせて差込み、ハンドル引き抜くようにして取り外

します。埋入の際には、埋入用インスツルメントをマウントヘッドに装着し

ます。そして骨内にインプラントを挿入し、カムログピックアップを取り外し

ます。

インプラント埋入

インプラントの埋入

注意！
インプラント埋入前にブルーハンドルの後端部のシリコンキャップを

取り外し、カバースクリューを取り出しておきます。

ヒント
埋入時にインプラントを慎重にゆっくり反時計回りに回転させるとス

レッド開始点が分かります。その後、ハンドルを取り外せるだけの十

分な把持力が得られるまで時計方向に回転させてインプラントを埋入

していきます。

カムログピックアップ
J5300.0030
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マウントヘッドにカムログピックアップを装着

マウントヘッドに カムログピックアップを装着した状態

インプラントの埋入 埋入用インスツルメントを装着して、
カムログピックアップを取り外す

ブルーハンドルの取り外し
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埋入用インスツルメント
インプラントの最終的な埋入方法には3つのオプションがあります。

（A）モーターを利用した埋入

（B）トルクラチェットと埋入用インスツルメントを使用した手動での埋入

（C）カルダンジョイントドライバーを使用した手動での埋入

埋入の際には、ツールの外側に付けられたインプラントのグルーブの位置を

示すマークを確認してください（25ページのインプラントのポジショニング

を参照）。

埋入用インスツルメント CA用 カルダンジョイントドライバー
J5300.0010

埋入用インスツルメント
手用／ラチェット用（ショート／ロング）

A  �埋入用インスツルメントCA用を用い
た、モーターによる埋入（最大回転数
15rpm）

B  �埋入用インスツルメント手用／ラチェ
ット用（ショート／ロング）とトルク
ラチェットによる埋入。トルクラチェ
ットはロックの位置に設定する

C  �カルダンジョイントドライバーを使用
した手動での埋入
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次にマウントヘッドのスクリューをヘックススクリュードライバーで緩め、マ

ウントヘッドを取り外します（注意：誤飲に気をつけること！）。インプラン

ト埋入部位の骨質が脆弱な場合は、スクリューを緩める際、インプラントが

逆回転してしまうのを防ぐために、ユニバーサルリングレンチ（外科キット

付属品）を利用してマウントヘッドを固定させ、スクリューを緩めます。 

ヘックススクリュードライバー
エクストラショート／ショート／ロング

スクリューを緩める 埋入ポストの取り外し

ユニバーサルリングレンチ
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粘膜下治癒（2回法）
ブルーハンドルからシリコンキャッ

プを取り外し、ヘックススクリュー

ドライバーでカバースクリューを取

り出します。カバースクリューを手

で締め込んでインプラントに装着

します（注意：誤飲に気をつけるこ

と！）。このとき必ずヘックススクリ

ュードライバーを使用して手で締め

込むようにします。

開窓／歯肉貫通式治療
（1回法）
この例では、ヘックススクリュード

ライバーを使用しシリンダータイプ

のジンジバフォーマーを取り出し

て、手で締め込んでインプラントに

装着しています（注意：誤飲に気を

つけること！）。このときへックスス

クリュードライバーを手だけで締め

込むようにします。

ジンジバフォーマーの装着 インプラントにジンジバフォーマーを装
着した状態

縫合

カバースクリューの装着 インプラントにカバースクリューを装着
した状態

創傷の縫合
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隣在歯間が狭い場合のインプラント体埋入について
隣在歯間の距離が狭い場合に埋入を行うときは、直径3.3または3.8mm

インプラント用の特別なアダプターを使用します（スクリュータイプ用埋

入ツール）。3つの側面のマーキングはマウントヘッドのマークの方向を示

しており、マークのいずれかひとつが頬側方向にくるように位置付けしま

す。インプラントに埋入ツールを装着するために、一次包装（ブリスターパ

ック）からインプラントを取り出した後、その直径に合ったカラーコードの

保持ツール（スクリュータイプインプラント保持ツール）でインプラント体

を保持します。この時、コレットチャックのように保持スリーブでしっかり

インプラントのショルダー部を保持してください。保持した後、ハンドル

を取り外します。

次に、ヘックススクリュードライバーでマウントヘッドを緩めて取り外します。

オプション

保持ツールの装着 ブルーハンドルの取り外し マウントヘッドのスクリューを緩める マウントヘッドの取り外し

スクリュータイプ用埋入ツール
3.3mm用 K5302.3310
3.8mm用 K5302.3810

スクリューインプラント内に
埋入ツールを装着する際の保
持ツール
3.3mm用 J5302.3300
3.8mm用 J5302.3800

注記
スクリュータイプ用埋入ツールと保持ツールは使用前に滅菌する

必要があります。
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マウントヘッドのスクリューを緩めて取り外した後、直径の合致したアダプタ

ーをインプラントに装着します。この時、カムがグルーブにしっかりと嵌合し

ていることを確認します。埋入ツール上部のネジ部分を手で締めて、インプラ

ントにアダプターをしっかりと装着します。

スリーブを取りはずして、インプラントを埋入します。

埋入の際は埋入ツールをロックしたトルクラチェットに装着して、インプラン

トを最終位置まで埋入します。グルーブの位置を示すマークを合わせます。

トルクラチェットの装着 最終位置までインプラントを埋入するインプラントの埋入

アダプターの装着

オプション

埋入ツールの締め付け スリーブの取り外し インプラントに埋入ツールを
装着した状態
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埋入ツール上部のネジ部分を緩めて、インプラントから埋入ツールを取り外

します。ここからは通常通り、最初に取り外したブルーハンドルからシリコ

ンキャップを取り外し、カバースクリューをヘックススクリュードライバーに

装着し、インプラントに手で締め込んで装着します（注意：誤飲に気をつけ

ること！）。

カバースクリューはモーターを利用した器具では締め付けないでください。

また、ジンジバフォーマーを使用する際には歯肉を貫通させた状態で使用

します（34～37ページを参照）。

オプション

埋入ツールの取り外し 埋入ツールを抜きとります カバースクリューの装着

インプラントにカバースクリューを装着
した状態

創傷の縫合
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ジンジバフォーマーを使用して、インプラント周囲の軟組織を形成していきます。

ジンジバフォーマーには以下の3つのタイプが用意されています。

・シリンダータイプ

・ワイドボディータイプ

・ボトルネックタイプ

ジンジバフォーマーはインプラント径に応じてカラーコード化されています。

プラットフォームスイッチング用ジンジバフォーマーPS
ジンジバフォーマーPS（シリンダータイプ、ワイドボディータイプ、ボトルネックタイ

プ）では、プラットフォーム部で直径が細くなっており、軟組織がインプラントショ

ルダー上部に適合するようになっています。

ジンジバフォーマー

スタンダードタイプのジンジバフォーマー 	 シリンダー	 ワイドボディ−タイプ	 ボトルネックタイプ

直径	 歯肉の高さ（GH）	 歯肉の高さ（GH）	 歯肉の高さ（GH）
	 3.3 mm	 2.0／4.0／6.0 mm	 2.0／4.0 mm	 4.0 mm
	 3.8 mm	 2.0／4.0／6.0 mm	 2.0／4.0／6.0 mm	 4.0／6.0 mm
	 4.3 mm	 2.0／4.0／6.0 mm	 2.0／4.0／6.0 mm	 4.0／6.0 mm
	 5.0 mm	 2.0／4.0／6.0 mm	 2.0／4.0／6.0 mm	 4.0／6.0 mm
	 6.0 mm	 2.0／4.0／6.0 mm	 2.0／4.0／6.0 mm	 4.0／6.0 mm

ジンジバフォーマーPS 	 シリンダータイプ	 ワイドボディ−タイプ	 ボトルネックタイプ

直径	 歯肉の高さ（GH）	 歯肉の高さ（GH）	 歯肉の高さ（GH）
	 3.8 mm	 2.0／4.0／6.0 mm	 4.0／6.0 mm	 4.0／6.0 mm
	 4.3 mm	 2.0／4.0／6.0 mm	 4.0／6.0 mm	 4.0／6.0 mm
	 5.0 mm	 2.0／4.0／6.0 mm	 4.0／6.0 mm	 4.0／6.0 mm
	 6.0 mm	 2.0／4.0／6.0 mm	 4.0／6.0 mm	 4.0／6.0 mm

留意点
治療にジンジバフォーマーPSを使用する場合、軟組織を損傷するこ
とがないように、印象採得を含む補綴修復ではプラットフォームス
イッチング用の補綴コンポーネントPSを使用する必要があります。
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スタンダードタイプのジンジバフォーマーおよびジンジバフォーマ
ーPSによる治療オプション

シリンダータイプおよびワイドボディータイプのジンジバフォーマー
シリンダータイプおよびワイドボディータイプのジンジバフォーマーを使

用する際はカバースクリューを外し、ヘックススクリュードライバーを使用

して直径の合致するジンジバフォーマーをマニュアルで締め込んで装着

します。ジンジバフォーマーの高さ（GH：歯肉の高さ）は、ジンジバフォ

ーマーが縁上1–1.5mmに位置するように選択してください。周囲軟組織

が安定した状態になれば、印象採得を行います。

治療オプション 

シリンダーおよびワイドボディータイプのジンジバフォーマーPS
スクリューインプラントK-シリーズは、プラットフォームスイッチングの選択

も可能です。表面が高い位置にあることによって、インプラントショルダー

近くでより高い位置で維持できることになります。インプラントショルダー

の高さでインプラント軸に向かって水平方向に移動することによって、軟組

織の厚みを維持するスペースを確保することができます。

シリンダータイプのジンジバフォーマー ワイドボディータイプのジンジバフォーマー

シリンダータイプのジンジバフォーマーPS、
歯肉の高さ2 mm、粘膜下治癒（2回法）

シリンダータイプのジンジバフォーマーPS ワイドボディータイプのジンジバフォーマー
PS
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ボトルネックタイプのジンジバフォーマー
審美的な修復が要求される部位には、ボトルネックタイプのジンジバフォ

ーマーを使用することによって最良の治療結果を得ることができます。

このジンジバフォーマーの形状は歯冠方向に細くなっており、軟組織

が治癒期間に厚く成長するのを促進します。

3−4週間後（および弾性繊維の組織化が完了する前）にシリンダータイプ

のジンジバフォーマーに交換します。この段階で歯肉切除は行いません。

ジンジバフォーマーを装着すると、歯肉が歯冠方向に圧追され歯間乳頭様

の形が形成されます。周囲軟組織が安定した段階で印象採得を行います。

治癒段階 軟組織の再生治癒 シリンダータイプのジンジバフォーマー
に交換することで、歯肉が歯冠方向に押
し拡げられる

警告！
軟組織を損傷することがないように、ジンジバフォーマーPSの
交換は、ジンジバフォーマーPSのみと行う必要があります。

ボトルネックタイプのジンジバフォーマー
PSによる治療段階

ボトルネックタイプのジンジバフォーマー
PSによる軟組織の再生治癒

シリンダータイプのジンジバフォーマー
PSに交換することで、歯肉が歯冠方向に
押し拡げられる

ボトルネックタイプのジンジバフォーマーPS
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軟組織の成長／軟組織のサポート

一回法
（歯肉貫通）

二回法
（粘膜下）

ボトルネックタイプ
軟組織の再生治癒－ステップ1

ワイドボディータイプ
軟組織のサポート

シリンダータイプ
軟組織の再生治癒－ステップ2

暫間補綴－テンポラリーアバットメント
（PEEK製）

最終補綴－アバットメント
と上部構造物

オ
プ

シ
ョ

ン
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マテリアル
インフォメーション

チタン（グレード4）
仕様
成分（%）：	 O 	 0.4 max.
		 Fe	 0.3 max.
		 C 	 0.1 max.
		 N 	 0.05 max.
		 H 	 0.0125 max.
		 Ti 	 > 99.0
物性：	 強度 	 680 MPa分
		 延展性 	 10%

チタン合金（Ti6Al4V）
仕様
成分（%）：	 AI	 5.5〜6.75 max.
		 V	 3.5 〜4.5 max.
		 Fe	 0.3 max.
		 C	 0.08 max.
		 N	 0.05 max.
		 H	 0.015 max.
		 Ti	 約 90
物性：	 強度	 860 MPa min.
		 延展性	 10%

PEEK（ポリエーテル・エーテル・ケトン）
仕様
物性：	 密度 	 1.38 g/cm3

		 破折時の延展性	 > 25%
		 曲がり強度 	 160 MPa
		 溶融点	 343 °C/649 °F
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他の文書
カムログ製品に関するその他の情報に関しては、下記の文書をご参照くだ

さい。

・最新のプロダクトカタログ

・添付文書　各カムログ製品に付属

・マニュアル

・www.camlog.com

登録商標および著作権
保護された商標名（登録商標）は特別に明示しておりません。明示の

無い場合でも、商標名が登録されていないことを意味するものではあ

りません。本文書は、すべての内容を含めて著作権で保護されていま

す。CAMLOG Biotechnologies AG社との合意によらない著作権の範囲

を超えた使用は認められず、法律による処罰の対象となります。

医療機器承認番号　21200BZY00584000

医療機器承認番号　22200BZX00868000

医療機器届出番号　27B1X00027000001

医療機器届出番号　27B1X00027000002

医療機器届出番号　27B1X00027000005

医療機器届出番号　27B1X00027000012

医療機器届出番号　27B1X00027000085

医療機器届出番号　27B1X00027000086

医療機器届出番号　27B1X00027000088

カムログインプラント

カムログインプラント K-シリーズ

カムログスレッドカッター

カムログインプラントドリル

カムログレンチ

カムログインプラント 手術器具

ヘックススクリュードライバー 0.05インチ

スクリュータイプ用埋入ツールN

カムログ外科セット スクリュータイプ
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